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2月の米個人消費は一時的に減少
2021年3月29日

図1：米個人可処分所得・消費支出・貯蓄率
期間：2018年1月～2021年2月、月次

ポイント① 寒波の影響

3月26⽇に発表された2月の米国個人消費支出
は、前月比-1.0％と減少しました。これはテキサス州
などが大寒波に⾒舞われたことの影響が大きかったと
⾒られます。一方、1月は同+3.4％と先月発表時
の+2.4％から上方修正されました。図1が⽰すよう
に、1、2月の個人消費支出の平均水準は昨年10-
12月期をかなり上回っています。昨年12月に成立
した経済対策によって政府から家計への支給が増え
たことによるものと⾒られます。

昨年3月の経済対策による支給は消費に回らずに
大半が貯蓄に滞留しましたが、家計のコロナ禍への
対応が進み、今回分は消費に回っているようです。

ポイント② 消費者信頼感は改善

3月には総額1.9兆米ドルの大型追加経済対策
が成立し、家計にさらに支給が行なわれています。コ
ロナ禍で低迷していた消費者マインドも、図2が⽰す
ように3月にはかなり上向きました。経済対策に支え
られ、新型コロナウイルスのワクチン接種も進んでいる
ことなどから、3月以降の米国の個人消費支出は大
きな伸びが期待できそうです。

ポイント③ 3月分の雇用や小売売上に注目

個人消費支出は米国のGDP（国内総生産）の
約3分の2を占めており、個人消費支出の増大は米
国経済全体の成長を加速させるものと⾒られます。
3月分の雇用統計や小売売上高など、米国家計の
所得、支出に関係する経済指標が堅調な伸びを⽰
せば、1-3月期に留まらず4-6月期についても、景気
⾒通しが上方修正されそうです。ただ、その一方でイ
ンフレ期待も高まり、長期金利に上昇圧力がかかる
可能性があることには注意が必要です。
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米雇用統計（3月）
米消費者物価指数（3月）
米小売売上高、米鉱工業生産指
数（3月）

（出所）米商務省経済分析局サイト
（https://apps.bea.gov/iTable/index_nipa.cfm）より野村
アセットマネジメント作成

図2：米ミシガン大学消費者マインド指数
期間：2007年1月～2021年3月、月次

（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成
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